
　 事業所名 ：グループホームファミリー

目標達成計画 作成日 令和　　　2　　　年　　　3　　月　　　　31　　　日

優先
順位

項目
番号

次のステップに向けて取り組みたい内容 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 7

今後も面会時に情報交換すると共に、ご本人と
家族が個別にお話しできる機会を作る予定で
ある。居室にノート等を準備し、職員との情報
交換に利用したり、通信を作成し暮らしぶりの
報告の機会を増やしていきたいと考えている。

ご利用者を中心に、ご家族との交流を深め
ることを目的として、日ごろの生活状況を伝
え、なかなかお越しいただけないご家族の
方に、私たちスタッフでは代わるのできない
「大事な家族」としての思いを深めていただ
けるようにします。

定期的に、ご利用者の日頃のご様子や写真
を、ご家族へ郵送等によりお渡しします。また、
居室へ情報交換ノートを準備し、大切な家族の
一員であるご利用者の日頃の「生活」を知って
いただくように努めます。また、施設で取り組む
行事へもできる限り参加して頂けるように声を
かけさせていただきます。

6ヶ月

2 13

今後も24時間のケア内容や、「日常生活上の
活動」と共に、医師、看護師、理学療法士等の
アドバイスや留意点を介護計画書3表（日課表）
等に増やし、職員全員で共有していく予定であ
る。

全スタッフが利用者個々の生活目標を共有
し、認知機能を含め活動量の低下を防ぐこ
とを目的とし、さらに自立支援に繋がる行動
をする。また、日々の申し送りの際に、カン
ファレンス、担当者会議で話し合われた利
用者状況の変化について報告しあえる体制
づくりを目指します。

ご利用者の介護計画書に定期的に目を通し、
ご利用者の変化の把握をしておく。介護記録
記入に際しても、計画書に沿った援助を行い、
具体的に内容を記入することで、計画を毎日継
続することができるように意識付けに取り組み
ます。

12ヶ月

3 15

新施設長が看護師であり、今後もご利用者と家
族の意向を確認し、記録を残すと共に看取り対
応についての研修やグリーフケア、デスケース
カンファレンスの取り組みを行う予定である。

ご利用者の高齢化、重度化に伴い体調変
化が起きやすい。ご本人、ご家族の意向を
確認し施設において終末期を迎える方々の
ために、タイミングを逃すことなく、穏やかに
暮らすことができる環境を整えます。

入居当初に看取りについての説明を行い、希
望に添って行動をする。状況に応じ、ご利用
者、ご家族の思いを確認しスタッフ間で共通認
識を持ち看取り介護に取り組みます。看取り後
は、ご入居者の家族の思いを傾聴することでグ
リーフケアに繋げます。また、デスケースカン
ファレンスを行い、看取り介護を振り返る機会
とします。

12ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　注）「項目番号」の欄については、自己評価項目のNo.を記入して下さい。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


